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短期（今年度） 

経営目標（１／３） 
目標達成のための手立て 評価指標 

自己評価 学校関係者評価 改善計画 

評価 結果と課題の説明 適正 意見等 改善案 

確
か
な
学
力 

変化の激しい社会

を生き抜くために

必要な資質・能力

を育成する。 

児童生徒が、深い学びを自

覚できる授業づくりを進

める。 

自己の学びを振り返る場の推進 

・各教科における振り返り 

・「学びの足あと」の活用 

 

校内研修の充実 

・授業観察と改善 

・本校で育成したい資質・

能力に係るアンケート

調査（児童生徒、職員）

の肯定的回答  

80％以上 

・授業観察者の「評価シー

ト」による肯定的回答 

75%以上を持続 

Ｂ 

・資質・能力に関わるアンケート調査の肯定

的回答の平均は、児童生徒：65%、職員：68%

であった。資質・能力別にみると、課題発見

力は、授業で問いをもたせる意識の向上か

ら、児童生徒の 80%以上の肯定的回答であ

った。一方で自己肯定感・自己有用感は

47%、情報収集力は 50%と低かった。自他

を理解する場が少なかったり、課題に対して

児童が探究する時間数が少なかったりする

ことが原因と考える。以上の結果から達成度

は83で、評価はＢである。 

・「評価シート」による肯定的回答は91％で

あった。前期課程では、「小集団での話合い

活動の在り方」、後期課程では、「言語活動の

充実」に課題が見られた。また、前期後期と

もに「次時への学びへつながる振り返り」も

課題として挙がった。以上の結果から達成度

は121で評価はＡである。 

〇 

・自己肯定感・自己有用感が

低いことが気になる。児童

生徒が、自己肯定感・自己

有用感を感じる場や行事

も、コロナ禍の緊急事態宣

言下で、少なかったことが

主な原因だと思われる。 

ただ、学校側の「褒める」 

「伸ばす」指導にも、改善 

の余地がまだあるのでは 

ないだろうか。児童生徒の 

実践を褒めて伸ばす、教職 

員の自己肯定感・自己有用 

感も気になる。 

・ことば探究科の授業の重要 

性は再認識しているが、 

Chromebookで思考するよ 

り、もっと対話を増やすべ 

きではないか。自分のこと 

ばで、相手にいかに分かり 

やすく伝えるか、が課題と 

なる。 

・自己肯定感などを高めるために、レジリエンス（困

難な状況でも心が折れず適応していく力、挫折し

て落ち込んでもすぐに回復し立ち直っていく力）

が必要である。ただ闇雲に「ほめてのばす」指導

で本当の自信をつけることはできない。他者や自

分自身を肯定的に評価すること、それに応じて、

教師が「具体的に褒めること」のできるスキルを

付けていく。また、情報収集力向上ために、児童

生徒自身が問いをもち、探究できる課題を設定す

る。その課題解決のための「手段」を教師が全て

提示するのではなく、自ら考えさせ、学習後に身

に付いた力を児童生徒自身が自覚するための振

り返りを行うことが大切である。 

そのために、 

①振り返りの充実 

 授業や毎日の振り返りを行い、自らの高まりも実

感できるようにする。また、振り返りを交流する

時間と場を設定し、他者と共有する。さらに、教

師の「ノート・コミュニケーション」で個別の評

価を児童生徒に伝える。 

②各教科・総合的な学習の時間の授業改善 

 「単元構想シート」などを活用して、「問い」を

軸とした探究的な学習の場を設定した授業を行

う。 

③ライフスキル教育の活用 

 少人数グループによるブレインストーミングや

ロールプレイング等の方法を活用し、体験や観察

を通して進める参加型の学習方式を取り入れる。 

・基礎学力の定着と向上させるために、以下の取組

を行う。 

①授業改善計画に基づき、授業改善を行う。 

②１日10分間程度の補充学習を確実に実施する。 

③言語技術習得したものさらに伸ばすために、シン

キングツールを使って文を作成する機会を週１

回程度、朝学習に時間を設定する。 

基礎学力の定着と向上を

図る。 

ことば探究科による言語技術の習得

と活用 

 

学力分析による授業改善 

 

朝学習及び帰りの学習の充実 

 

思考ツールやＩＣＴを活用した授業

づくり 

・言語技術を習得し、５段

階ルーブリックの評定

が年度初めより１段階

以上向上した児童生徒 

30％以上 

・全国学力・学習状況調査

および校内学力調査等

の平均通過率が 30％未

満の児童生徒 

15％未満 

Ｂ 

 言語技術は10月５日現在で実践予定
の5割程度を行えた。評価テストによる
検証を今後行っていく。 

全国学力・学習状況調査の平均通過率
30%未満の児童生徒は以下の通りであ
る。 

（前期課程）国語11% 

（後期課程）国語12%、数学15.% 

 校内学力調査は以下の通りである。 

（前期課程）国語・算数4% 

（後期課程）国語5%、数学6% 

ほぼ目標値を達成した。授業改善計画に
基づき、授業を進める共に、帰り学習や
ICＴの活用もさらに進めていく。 

言語技術の習得における評価を現在検
証中であるため、総合的な評価はＢとす
る。 

〇 

地
域
と
創
る
学
校 

地域と共に創造す

る児童生徒を育成

する。 

発達段階に応じて、地域学

習を展開する。 

キャリア教育を中核とした新カリキ

ュラムを開発・実践する 

 

・地域に開かれた教育課程

に係るアンケート調査

（児童生徒、保護者、地

域住民）の肯定的回答 

80％以上 

Ｂ 

 キャリア教育を中核とした新カリキ

ュラム開発を試みている。後期課程では

マナー講座を実施した。また、前期課程

では取り組み内容を、保幼小連携の視点

から県内に発信する等、保育所から９年

生までを貫く開発を目指している。 

 昨今の状況により、地域住民や保護者

にその状況などを公開する機会が中止

されることも多く、アンケート実施まで

には至らなかった。そのため評価はBと

する。 

〇 

・キャリア教育を中核とした 

カリキュラム開発の試み 

は、地域と協働した実践で 

あり、丁寧な情報発信と周 

知を図ってほしい。 

・例えば、７年総合の「地 

域の魅力発表」を振り返る 

と、本校CS活動と上記「こ 

とば探究科」実践が大きく 

関わると考えるが、声量が 

小さいことや、一方的な発 

表に止まり残念だった。明 

らかになった課題を、解決 

していくための教育実践 

に期待する。 

・今年度、生活科・総合的な学習の時間を中心に据

えた「キャリア教育を中核としたカリキュラム開

発」を実践した。これまでの各学年の生活科・総

合的な学習の時間の内容を見直し、それを中心に

据えた横断的・縦断的カリキュラムを作成した。

また、社会に開かれた教育課程の視点で、地域や

産業界との連携によるキャリア教育として、①企

業支援チームのサポートを受けながらの模擬会

社経営、②多方面の企業による「出前授業」や外

部人材による「面接指導」に取り組んだ。 

 これらの実践をより充実・発展のために、 

 ①「キャリア教育通信」を発行し、地域に情報発

信する。 

 ②９年間の生活科・総合的な学習の時間のカリキ

ュラムと地域との協働学習を示したポスター

の作成と配布をする。 

 ③各教科での「情報活用能力」と「コミュニケー

ション能力」の育成を図るカリキュラム開発と

ポスターセッションやプレゼンテーションの

継続的指導をする。 

 

児童生徒が地域と協働及

び参画しようとする地域

づくりを進める。 

ＣＳ各組織と連携し、地域学習の充実

を図る。 

学校運営協議会（地域活動部会）や他

校との連携充実を図る。 

・各地域で計画した地域行
事や地域と協働する活

動へ参加した児童生徒
90％以上 

・地域と協働し、活動に参

画した生徒80％以上 

Ｂ 

 緊急事態宣言を受け、地域行事にも参加し

にくい現状であった。その中でも、見守り隊、

学習ボランティアをはじめ、地域企業・住民

と協働した学習及び活動に全学年で取り組

むことができた。可能な限り、今後も参画で

きる機会も模索していく。 

評価はＢとする。 

〇 


